
　　　　　　　　　　The Forum the question of butoh 
　　　　　　　　　　　～舞踏という問い～ 
　　　　　　　　　　　2015.5.18(月)→24(日) 

　　　　　　　　   ■   なること　化けること　　18日.19日 
                     　        ■　スイタイガイロ　         　   20日 
                      　       ■　始まりと終わりに        　    21日 
　　　　　　　       　 ■　着る、纏う、装う、脱ぐ　   22日 
　　　　　　　       　 ■　死者への舞踏　　　　  　    23日 
　　　　　　　       　 ■　芸能の身体　　　　　  　    24日 

　5/18(月)～24(日)、一週間に渡って「舞踏」のイベントが京都で行われた。場所は、
スペースALS-D・アバンギルドUrBANGUILD・ソーシャルキッチンSocial Kitchen・西
陣ファクトリーGarden・今貂子 舞踏研究所、の５つの会場。毎日違う場所で、テーマ
毎にワークショップやパフォーマンスが行われた。 
　上記のテーマ、見渡してみてどう思われただろうか？普段あまり使わない言葉から、ご
く親しい言葉まである。練りに練られた感じもするが、テーマが決められた時は、ポンポ
ンと出てきたらしい。でもよくわからない。このイベントの実行委員は、有志だけで集まっ
た舞踏家やダンサー達だ。現代に生きる私達に於いて、舞踏ってどういう存在なんだろう。
このテーマはどう響くのだろう。わからないなりに、惹き付けられる強いエネルギーを感
じたりもする。 
　出演するのは、舞踏家、舞踏から影響を受けたダンサー、舞踏の周辺にいるダンサー、
コンテンポラリーダンサー、大学教授、とバラエティーに富んでいる。第一回目を無事迎
えた「舞踏という問い」。どういうイベントになったのか、ひも解いていきたい。 

■　なること　化けること 

　第一日目は、スペースALS-Dにてワークショップが行われた。講師は、由良部正美・
平岡秀幸・正朔の３名。最後にはディスカッションも予定されている。何になるの？化け
るって？いったいどんなことをするんだろう。 

　……私達は、もうすでに何かになり、化けているのではないでしょうか。ですから「な
ること・化けること」への課題は即「もどること・脱ぐこと」という課題に通じると思い
ます。　　　　　　　　　　　～企画責任　由良部正美　パンフレットより～ 



　由良部氏は問うた。「赤ん坊の頃はどうでしかた？」
最初は誰でも赤ん坊だ。「まるで全てを食べちゃう感じ
がしませんか？空気も、この床も」面白い。足や手の指
も舌の延長のように広がって、全てが内側に向って来る。
宇宙が入ってくるイメージ。身体の内側を感じていく受講
生の表情はとても綺麗だった。そして身体の内側と外側
をひっくり返すような変容を促す。動物にもなった。四
つん這いの動物から、人間になって「立つ」という変容
をする。大地と結びついていた内蔵空間を、頭や手に流
していく。「やってみたほうがわかるよ」と由良部氏が
言うように、考えるより感じることなのだ。息遣いも荒々しく、動物になった受講生達が
ゆっくり立っていく。いずれも、私達が経験している普遍的な変容なのだ。大きな流れや、
太古の記憶に思いを馳せた。自分という個が研ぎすまされるような感覚になった。 

　平岡氏はまず「ひとつお願いがあります、踊らないでください」と伝えた。何がはじま
るのかドキドキする。２人ずつペアになると、どちらかが動きを真似ていくことを行った。
最初は鏡のようにただ真似る。次は相手が真似やすいようにする。最後には相手を動かす

ようにしていく。そうやって相手との繋がり、関係性を作
り出していく。また、自分に起こって来る変化も見つめる。
受講生からは、相手を動かす様に動く事が一番難しかった
という声も。演技の中で大事なことは、関係性なのだとい
う。私が、ではなく、相手がどう、ということが大事で、
相手を思うことによって私が私でなくなれることが重要だ
という。これもひとつの「なること」ではないか、と話し
た。様々な関係性を探ることを受講生達は経験した。 

　正朔氏は言い放った。「どうしたらなれるんだろうと考
えているうちは、ならない。わかってからやるんじゃなく
て、さっぱりわからないまま飛び込む！」舞踏家の目は
何処にあるのか？目だけが見ることを許されているのは
おかしいんじゃないですか？と話し、手の甲に目を付け
ることを行った。とうの昔から付いていたように。更に、
目を耳に付ける・鼻の下に付ける・舌の先に付ける…。
ポイントは、本当のようにすること。嘘は駄目、雰囲気
はバレる。受講生達は、真剣そのものだ。光をあてるよ
うに見る説明の時は、実際に懐中電灯を使って見せた。
大切なのは動かされているように動くことで、それは何
かというと「必然性」なのだという。受講生達は集中力
を使い果たし、すがすがしさを漂わせていた。 



　このワークショップ、一日通しで参加した受講生が多くを占めた。盛りだくさんで、か
なりの疲れもあっただろう。講師達はというと、もっと伝えたい、どうにか伝えたい、と
いう熱い思いに溢れていて、その姿は感動的でさえあった。 
さて、それぞれどのようになり、化けたのか。もしかすると普通に生活している時がそも
そも化けていて、その化けの皮を様々なアプローチで、時には荒療治で剥がしていく試み
でもあったんじゃないだろうか。本当の意味でクリアーに、なったり化けたりするために。
それは、風通し良く世界と関わっていくことなのかもしれない、そんなことを思った……
ディスカッションへと続く。 

　少し休憩を挟んだ夕方６時前、ディスカッションが始まった。主催者でもある由良部氏
は、まず身体のあり方や問題などを、この会場スペースALS-Dの主である甲谷匡賛氏の
ことにも触れながら話した。そして質問に答えていく。 

　Q.他の人のワークショップを見て感じる事は？ 
由良部氏「本当に色んな事を感じた。ここからこ
うもっと広がるなとか。新鮮な感じで。３人とも
やり方は違うけど同じものを感じた。」 
平岡氏「言葉は逆でも、話している内容は同じな
こともある。根っこは繋がっていると感じた。」 
正朔氏「平岡さんははじめ踊らないで下さいと
言った。よくわかる。土方さんは、踊りたい時に
は踊らない、踊りたくない時に踊る、と言っていた。ワークショップするには２つの資格
がいると思う。実際やってみることが出来る人、人の身体の状態がわかる人。」 
　Q.最初の動きの動機は？　由良部氏「イメージがある。でも追っかけると遠ざかる」平
岡氏「泳げないのに、飛び込む感じ」正朔氏「もう踊りは終わった、公演は終わった。そ
こから始める」 
　Q.舞踏に於いて、１人でどういうことをしているんですか？　由良部氏「エネルギーを
どう動かしていくか、ということ。踊りが楽しくない時もあった。まるで鏡に捕われてい
るような感覚だった。身体を動かすのではなく、空間を動かすと思うようになってから楽
しくなった」正朔氏「客観視がすごく大切。自分は外にいる。外から見るということ。自
分が空っぽになることは日常によくあること。夢中になったり、心奪われたり。難しいの
は、それを持続すること」 
　Q.必然性について聞かせてほしい。　平岡氏「他者との関係が必然です」由良部氏「宇
宙の中の必然性がある。そして関係性が絶対的。人間はひとりぼっちにはなれない。ソロ
ダンスの時でも、何者かによって立っているのであって、本当のソロダンスというのはあ
り得ない。土方さんの言葉だと思うけど、そこにあるお皿も自分じゃないか、と言った。
全ては関係性」正朔氏「身体の外部が内部だと思う。身体の内部っていうのは、全くわか
らない。本当に未知だ」 
　Q.どうして続けているの？　由良部氏「不自由に思ってたこともあるけど、身体って
入っていけばいく程未知だし。どちみち逃げられないから知っていこうと思った。」 



平岡氏「演じる事が好きだから。発見したいし見てもら
いたい。逆に辞めるとしたらすごく理由が必要になる」
正朔氏「何だったんだろう…運命の濁流に流された感
じ。踊りたかったわけでもないし。表現欲はあったけど」

Q.舞踏に関わったきっかけは？　正朔氏「酒飲んで拉致
された」由良部氏「さらわれた」と言って笑いを誘った。 
　最後に、今回のワークショップはまるで３人で計画したような（していないのに）絶妙
な流れがあった、と関心するように講師達は感想を漏らした。前夜に東京から到着した正
朔氏を交えて、顔合わせが行われたのだが、その時の正朔氏の感想が印象的なので紹介す
る。「お２人とお話をしてとても爽やかな気持ちになれた。その爽やかな気持ちでワーク
ショップが出来た」 
　この場に居合わせた実行委員の袋坂ヤスオ氏は「舞踏という問い、弟一日目にふさわし
い、すごいスタートだった。感動しています」と語り、一日目の幕が無事降ろされた。 

■ 

　弟二日目は、なること　化けることのパフォーマンス。会場はスペースALS-D。夕刻
18:30start。二公演予定されてる。弟一日目のワークショップの講師陣だ。 

「宮澤賢治を宮澤賢治する」　出演：由良部正美　平岡秀幸 
　　　　　　　「夢の奥へ　京都編」　　　  出演：正朔 
　　 

「宮沢賢治を宮沢賢治する」 
　　 
　小さな会場は超満員。ゆっくりと姿をあらわした由良部氏は、「わたくしという現象
は…」賢治の作品、春と修羅を口にしながら空間を歩き、舞う。そこに平岡氏が本を手に、
詩を朗読しながら登場する。異なる存在の二重奏が繰り広げられ、観客はその幻想的な世
界へと誘われていく。 
　すっと場面が変わり、平岡氏がひとり「わたくしという現象はですね…」と語る姿はユー
モラスで、客席から笑いが漏れる。響き渡るすごい声だ。更に場面は変化を続ける。太古
や鈴を鳴らしながらの朗読と、傍らで柔らかく遊ぶ風情の由良部氏。「あ、雨にも負け
ず！」と七転八倒する平岡氏、「クラムボンは死んだよ…」と漂う由良部氏。二人で芝居
仕立てに行った「注文の多い料理店」。風の音と、賢治が愛した法華経が妖しく鳴り響き、
儀式のような場面も。様々な要素が織りなす世界に心が踊る…！ 
　そして「永訣の朝」へと続く。亡妹トシへの思いを綴った詩だ。平岡氏の朗読が、心の
奥にそっと触れてくる。この詩を踊る由良部氏は、詩のエネルギーに全てを捧げるように
身をゆだね、深く入っていく。まるで詩を呼吸しているようだ。根源的な女性性を感じさ
せる踊りは、時に波のように押し寄せ、また引き潮の如くさらっていった。 
　詩の世界そのもののような由良部氏と、詩の登場人物のような平岡氏。余韻がみなぎる
客席では、宮澤賢治の話に花が咲いていた。 



「夢の奥へ　京都編」 
　 
　暗闇の中、風の音が響き渡る。照らし出された正朔氏は、黒い着物姿で何かをじっと見
ている。ゆっくり動き出すその存在感は、空間に放射されるように広がり、こちらにぐんっ
と迫ってきた。うめき、怒るように呟きながら彷徨っている。 
　しばらくすると立ち止まり、固まった。地の底から湧き上がるエネルギーを一身に受け
るかのような、ものすごい迫力で立っている。息を飲む観客。叫び、張り裂けそうな凄ま
じい形相だ。こちらの身体もそのエネルギーに貫かれる。 
　風の音とホーミーが流れるなか、彷徨うように歩んでいく。暗く重たいところに、その
身をさらされている一人の人間。実感が押し寄せる。やがて地に倒れた。 
　場面が変わり、手に一輪の小さな赤い花を持って立っている。明るい音が鳴っている。
ほっとするような気持ちだ。光の中で柔らかく何かと戯れ、まるで遊んでいる子供のよう
だ。そして客席のほうに向いて笑ったその表情は、どこまでも暖かく広がり、世界を包み
込んでいくようだった。優しい悦びが放射され降り注ぐ。音が鳴りやむと、花を持ったま
まゆっくりお辞儀をした。 
　何とも言えない表情になると、また彷徨うに帰っていく。何処かに、ゆっくりゆっくり
帰っていった。会場は嵐が去った後のように鎮まり、また満たされていた。 

■ 

　なること・化けること。これはきっと、とても根源的なことであり重要なことなのだ。
私達はなったり化けたりしたものに、感情移入していく。その濃度が高ければ高い程、感
動も深い。今日の公演を見て、改めてそう感じた。 
　…濃過ぎる2日間が終わった。 

  
     　 公演後の会場の様子　＆　記念撮影 

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　 ←おまけ


